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問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問
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問 題 配 点
正 答
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① ４点
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問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

(１) イ ４点

（範囲） 105 分

(２) ４点

（第１四分位数）30 分

３

① ア，エ ４点

（記号）
(３) ア

② ４点
（理由）（例）
範囲と四分位範囲が， １６
ともに最も大きいから 点。

問 題 配 点
正 答

大問 小問 小問 大問

［証明］（例）
△ＡＣＥと△ＢＣＦにおいて
仮定から，
ＣＥ＝ＣＦ…①
正三角形は３つの辺が等し
い三角形だから，
ＡＣ＝ＢＣ…②
平行線の錯角は等しいから

(１) ∠ＡＣＥ＝∠ＢＡＣ ５点
また，正三角形の３つの角
は等しいから，
∠ＢＡＣ＝∠ＢＣＦ
よって，
∠ＡＣＥ＝∠ＢＣＦ…③
①，②，③より，

４ ２組の辺とその間の角がそ
れぞれ等しいから，
△ＡＣＥ≡△ＢＣＦ

（例）
ア a＋ b＝９ならば，

a＝３， b＝６
(２) ５点

（例）
イ a＝４， b＝５

(３) 17 ㎝ ５点 １５
点

，
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（過程）（例）

求める直線は，２点Ａ(－１ , １)，Ｂ(２ , ４)を通るので，傾きは，

＝１

したがって，求める直線は y＝ x ＋ bと表すことができる。
この直線はＡ(－１ , １)を通るから，

(１) y ＝ x＋ bに x＝－１， y＝１を代入すると，１＝－１＋ b ５点
これを解くと， b＝２
よって，求める直線の式は y＝ x ＋２

５
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答 y＝ x＋２

(２) cm ５点

(３) a＝ ５点

（過程）（例）

求める直線は，２点Ａ(－４, ８)，Ｐ(－２ , ２)を通るので，傾きは，

＝－３

したがって，求める直線は y＝－３ x＋ bと表すことができる。
この直線は，点Ａ（－４，８）を通るから，
y ＝－３ x＋ bに x＝－４， y＝８を代入すると，８＝－３×(－４)＋ b

(１) これを解くと， b＝－４ ５点
よって，求める直線の式は y＝－３ x －４
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答 y＝－３ x－４

① t＝１ ５点
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② t＝２－ ５点 １５
点
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